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い
。
最
後
に
、

こ
の
研
究
は
そ
の
す
々
れ
た
問
題
提
起
に
も
か
か

.
わ
ら
ず
、
'
そ 

し
て
ま
た
そ
の
シ
ユ
ン。へ
，丨

タ

ー

的

帝

国

主

義

に立
.
ち
な
が
ら
、

；

地
主
階
級
の 

党
と
:%
:

い
1

べ
；き
保
守̂
-

_

^

帝
国
：主
'|
|

が

封

建

的
_

と
_

係

^
:
あ

る

も

い
 

ぅ

シH

ン
ぺ
ー
タ
ー
の
，理
論
か
ら
す
れ
ば
、も
っ
と
-も
因
縁
深
か
る
べ
き——

 

と

新

国

主

義

务

の

関

係

ね

全<.:
^

れ
孓
い
：な
い
ゆ
比
、
々
弋
は
が
寄
異
，の

.

感
を
ま
，
 

ぬ
か
れ
.る
こ

と

は
で
き
な
い
。
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「

重

H

業

優

先

発

展」

原

則
‘

',
-
,
農

業

基

礎」

理

論

と
-

.

.

■

T

J

:

:

.

.

■

■-
'

平
.

野

：
絢

子

、

本

年

三

月

一

一

十

七

.
日
か
ら
四
月
十
六
日
ま
で
北
京
で
ひ
ら
；か
れ
た
第
一
一
期
全 

国
人
民
代
^
大
会
第
三
回
会
議
終
了
後
発
表
さ
れ
た
：コ

.

ミ
.rT

 

ニ
ヶ

：は
、

一
ル
六 

一
年
に
大
会
が?>
.

ら
か
れ
な
.か
つ
た
こ
と
、

更
に
さ
か
.
の
ぼ
つ
■

て
は
中
国
が
ヰ
：
 

九
年
以
後
こ
ぅ
む0.〈

た
大
自
然
災
害
と
そ
れ
を
媒
介
と
.し
て
ひ
き

：お
.こ
さ
れ
た 

所

謂「

経
済
的
危
機」

な
い
.

し
従
来
の
高
い
テ
，，ン
；

_
,ポ
の
.固̂

経
済
成
長̂

の
傾 

減
と
い
ぅ
事
態
の
打
開
を
含
ん
.

見
極
め
て
法
目
を
び.
い
：た
の
は
当
然
の'
こ
と
で
：
 

あ
.

っ
た
。

ー
九
五
九
年
恨
柄
の
被
水
早
害
面
積
六
五

0.

〇
〇
万
_

べ1
15

へ
ク
ー
： 

-

タ
ー
ル̂

六
〇
年
作
柄
の/
九
〇
0'

〇
0,

方
畝
之
.

い
5'
:

-

'//

百
年
来
の
大
災
害"
-: 

は
"

依
然
と
し
て
国
民̂
:

中
四
九
％:
を
農
業
所
得
が
し
め
る
へ

(

五
.

八
年
>
後
進 

的
性
格
を
脱
却
し
き
れ
て

|

い

な

.い
中
国
経
済
に̂

い

ぞ

農

業

生

產

額

の

|[
-
画
 

予
想
数
量
ど
と
ろ
か
^
大
躍
進
い
の
前
年
度
ゼ
下
ま
れ
る
生
産
量
ー
を
媒
介
ど
し
て

. 

国
民
総
生
産
額
の
大
韫
な
低
減
を
結
果
し
：
国
民
経
済
の
発

8

テ
：ン.
ポ
'

は
か
<5
'

V

学

界

胯

M
 

:

社
会
主
義
経
済
の
：サ
ィ
ク
ル
の
定
型
.

と
称
さ
れ
る' =

波
型
"

の
底
を
わ
る
か
に 

.

み
え
た
。
従
っ
て
，こ
の
ょ
，う
な
.

事
態
.

の
認
識
と
分
析
を
め
ぐ
ら
て
、
凶
作
の
評 

-.

価
、_
'康
因
の
究
明
と.大
躍
進
政
策
の
行
方
、
.

第
ニ
次
五
ヵ
年|1
*

@

実
.施
と
の
関 

:

連
で
の
本
年
度
の
経
済
計
画
、
人
民
公
社
後
退
説
等
々
そ
れ
ぞ
れ
の
立
■
か
ら 

.

論
評
は
花
盛
り
；
.
で
_

:?

呢
：わ
.
け

セ

あ

，
る

。

.

そ
こ
.へ
こ
ん
ど
の
ん
民
忙
表
大
会
で 

あ
る
が
、
そ
の
公
式
発
表
と
し
て
：の
：プ
レ
ス
コ
ミ
ュ
一
一
ヶ
で
は
六
〇
、
力
一
年 

r

の
瘙
済
建
設
の
実
輯
上
八

1
1

年

の

霧

建

設

計

画

、
チ
算
に
つ
い
て
の
数
字
は 

発
表
さ
れ
な
か0
,

た
0:

で
、
V'

わ

ゆ

る「

経
済
危
機」

.

の
存
在
？

な
い
し
実 

.

情
は
明
ら
か.
に
さ
れ
な
：が.
っ
た
と
は
い.
う
も
の
の
、
種
々
.な
問
題
点
が
出
さ
れ 

た
。
本
稿
が.
対
象
と
す
る
'-
1

農
業
莲
礎
.
1
-論
.
と
社
会
主
義
再
生
産
論
と
の
関
1

 

:

か
ら
、
と
い
う
だ
け.で
な
く
、
：中
国
経
済
の
発
展
の
現
段
階
に
お
け
る
分
析
に 

極
冷
て
就
要
な
点
は
：
.
.

「

ー.
九
5-
.
;
ー
年
度.
の
国
民
経
済
調
整_エ
作」

の
十
項
の
任 

務
の
う
ち
め

.

①

.

農
業
増
産
、.
ま
ず
食
糧
•

、
綿
花
、
油
脂
作
物
の
増
産
を
か
ち
と
る
こ
と

V
.

<1
)

'

軽
エ
業
と
重.
エ
.
業
.

の
生
產
を
合
理
的
に
配
置
：し
、

.
：，出
来
る
限
り0'
ル
.

:

■;
'

を
増
産
す
る
と
と
。
：：

(

傍
点
引
用
者)

：：

：
 

ン 

:

ぐ
④

V

 

.都
市
，や
•町
の
人
ロ
と
労
働
者
職
員
の
数
、
な
か
ん
ず
く
農
村
か
ら
都
市 

■

に
出
た
：労
働
者
職
員
の
数
を
適
当
に
減
ら
：し
農
村
の
生
産
に
帚
ら
せ
、
農 

V

業

證

を

強

化

ず

る

こ

と。
^

'

''
:

:

'.
'

•

:

#

計
画
'*

案
.を
ょ
り
：

i

層
改
善
七
て
農
業
ノ
軽
エ
業
ノ
童
カ
業
の
順
序
で 

国
民
経
済
名
部
門
の'総
合
的̂
'

、ハ
ラV

ス
.
を
立
派
に
す
る
こ
と。...

の
、
特
に
第_
ー
〇
項
で
あ
ろ.5
。
連
続
凶
作
：に
ょ
る
食
糧
事
情
悪
化
の
打
開
策 

と

し
.

て
、労
働
力
を
出
来
る
'だ
け
農
業
に
集
中
し
'

て
食
糧
.
.：原
料
生
產.
に
打
ち
：こ

'

七一
(

六
八
九)

.



も
ぅ
と
|い
ぅ
に
：と
ゼ
ま
ら
ず.;
*
>

;

基
本
建
設
を
縮
小1>
、
：社
会
主
：義
本
来
：の
董
エ 

業
優
先
政
策
を
改
；め
：て
当
面
農
寒
む
軽
士
業
.を
前
面
：に# .
じ
出
1>
た
と
：と
は
、--
.
. 

f

九
五
九
年
の
終
が
が
：ち
：六
〇
年
ば
す
'で
に
生
張
：さ.れ
：始
.め
だ
：.

「

1:
農
業
同
時
.' 

発
展』

发
式
、
*

業

ホ
:'
^
礎
ど
1.
エ
業
釔
導
き
手
と
す
る
薪
：し
：
.い
；
考

え

方

〕

.
， 

.と
関
連
‘し

て

、
、

if
た
束
た
日
用
品
消
費
財
生
產
強
調
：の
：面
か
ら
>
極
'め
：て
興
味 

深
.い」

1
と
で
ぁ
る
>

^
^ ;
:
:

「

^-
国
の
瘙
済
*

*
に
.お
.け
る
農
業
の
地&」

の
«| 

課
の
上
に
農
業
也
産
合
作%
の
杏
篥
的
性
格AJ

そ
.
.の
成
立
に
ょ
る
農
業
生
産
力.
' 

構
造
の
策
忆
、.吏
に
農
業
生
産
合
作
社
：と
.い
ぅ
社
会
主
義
企
業
む
梓
け
る
拡
大 

.^.

.生

産

方

式

を

旧

中

国

に

-^
配

的

に

存

在

在

し

だ

小

獸

民

経

営

に

お

け

る

生

產

カ 

の
停
滞
及
び
、富
農
経
営
と
比
較
し
て
蓄
積
.(
屯
産
力
発
展
の
推
進
力
と
し
てS 

.を
考
蔡
し
た
の
で
、
本«
で
は
そ
の
ょ
ぅ
な
問
題
視
角
か
ら
今
あ
げ
.た
問
題
を 

め
ぐ
る
行
論
を
検
討
し
た
：い
と
思
ぅ
。

:
.
:
ベ

■:
,.

(

1

)

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
論
：の
経
過
は

『

人
民
日
報』

-

九
六
0

,

五
.

四
、•
お
ょ
び
一
九
六
〇•

七
.
•
，七

(

安
徽
省
の
経
済
理
論
討
論
会

)

に
要
約
さ
れ 

;

て
い
る
ほ
か
、
個
々
の
論
文
と
し
て
.

は
，
：
a

謂

清「

広
泛
開
展
支
援
農
業
的
群
衆 

運
動」

)
(
『

紅
旅』

一
九
六
〇
年
第
一
四
期\

趙
紫
!1「

全
党
大
抓
員
罾」

q

入
民 

日
報』

六
9

七
.

ニ
三)

、
黄

岩「

発
展
国
民
経
済
必
須
以
農
寒
為
基
礎

」
(『

人
民
，
 

日
報』

六
〇
•

八
.

5

、
李

富

春「

高
挙
総
路
衝
的
紅
旗
継
続
前
進

」

：.(『

紅
旗』

1

九
六
〇
年
第
一
六®

，

楊
嶺
.

；

r

農
業
是
国
民
経
済
的
基
礎.

」

-(『

人
民
日
報』

.

六
〇
•

八
•

ニ
ニ)

、
廖

魯

言「

全
党
全
民
動
手
、

大
弁
農
業

」
(『

紅
旗J

一
 

九
. 

六
0

年
第1

七
号)

、，
鄧
拓
：

「

在
農
業
生
産
舘
一
錢
上
贯
徹
実
現
毛
沢
東
思
想

」 

(『

人
民
日
報』

六
0

_

'

.

>

0
 

. 
ニ.
四)

.

『

紅
旗』

.

社

論「

エ
農
業
併
挙
是
我
国
社 

会
主
義
経
済
的
一
，：個
重
要
規
律

」
U

九
六
〇
年
第
二 
一
 

¥

)

等
^：

あ
る
。「

農
業

七
ニ
.
.

(

六
九
〇)

:

:

^

避」

/

迪
論
に
.
.っ.
'い
：：て
の
；議
論
は
，
以
上
办
ょ
5

に
大
体
1

九
.
犬
0

年
ー
4

 

終
了
し
た
模
様
で
あ
り
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
紙
上
か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
る 

ン
 

一
^ :「

海
i

国
に
.
お
け
る
経
済
発
展
と
農
業

」

，ニ
：
五
：二

頁(

山
本
論
文)

。

(

2)

袖

稿「

三
.田
学
会
雑
誌」

^
五
四
巻
第r'

l

号
、
お
.ょ
び
0
五
31
.
#第

-

:-
\号
。
::
.

V

山
本
秀
夫
氏
の「

中
国
経
済
発
展
に
お
け
る

『

m
業
塞
礎』

理
論
の
意
義」

,

は
我
が
S'
で
も
種
.々

の
研
究
会
：で
討̂

さ

れ

た「

農
業
基
礎」

論
を
ま
と
も
に 

取
上
げ
た
恐
；ら
く
最
；
^
の
労
作
で
あ
る
。；
本
論
は
去
年
秋
.の
現
代
中
国
学
会
に 

報
告
さ
れ
た
も
の
で.あ
り
、

V

問
題
の
所
在
が『

農
業
を
莲
礎
と
す
る

』

と
い
ぅ 

命
題
：の
歴
史
的
根
撖
を
追
求
し
、
さ
ら
に
そ
0
理
論
的
成
立
可
能
の
根
拠
を
吟 

味
す
る
点」

■(

農
粽
研
-.
.海
外
諸
国
に
お
け
る
経
済
発
展
と
農
業.

』

ー
五
ニ
頁)

に 

お

か

れ

て

：
い

る
。

そ

し

て

と
ン
の
究
明
が
極
め.て
不
可
避
的
重
要
：性
を
も
つ
も 

の
で
あ
る
こ
と
ほ
、
後
に
も
ふ
れ
る
が.こ
の
'「

農
業
基
礎
.

」

理
論
が
私
国
学
界 

.な
い
.し
経
済
淠
ち
お
い_て

"
マ
ル
ク
ス
経
済
理
論
の
中
国
に
お
小
る
新
い
.い
発 

展
"
'
と
し
て
主
張
さ
れ
で
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
改
め
て
指
摘
す
る
必
要
も
な

V 

0 

■ 

.

:■
■
.

.

■ 

.

.

.

:
山
本
論
文
.は
：ま
ず
中
国
経
済
の
発
展
過
程
に
お
け
る
各
段
階
の
盛
本
方
針
を 

明
ら
^
に
し
、
国
民
経
済
.の
非
社
会
主
義
的
経
済
諸
部
門
の
社
会
主
義
化
を
伴 

ぅ
社
会
主
義
的
エ
業
化
の
推
進
玄
そ
の
内
容
と
す
る
•-
!過
渡
期
の
総
路
線」

は 

「

一
九
五
.三
年
か
ら
着
手
さ
れ
た.第
.一
次
五
，力
年
計
画
に
お
い
て
具
体
的
な
経 

済
発
展
方
針
と
し.て
完
全
に
実
施
さ
れ
る

」

，が
：、
そ
の
基
本
方
針
は

「

重
工
業

を
主
と
ず
るH

寒
の
湛
本
建
設」

に
お
.か
れ
た
こ
と
を
指
谪
し
■'
.こ
.こ
に
重
工
業
. 

優
先
政
策
が
.

「

.ソ
連
の
社
会
主
義
経
済
建
設
の
.方
針
と
本
質
的
に
：異
な
る
も
の 

で

な

く」

う

ゆ

た

：て

ら

れ

た

こ

.と

が
明
,5
が
に
.さ
れ
る
。
.た
だ
•し
そ
れ
が
.

「

立 

ち
お
く
れ
た
農
業
国
^

す

す

：
ん

，
だ

，
社

^

主

義

の(

工

業

国

に

変

え

：て

ゆ

く

道

,-
;
.
. 

す
な
わ
ち
後
進
国
経
済
の
社
会
主
義
化
.過
程
の
命
題
で
あ
る
.の
か
、
重
工
業
優 

先

政

策

が

社

会

主

義

的

拡

大

再

生

産

の

軸

と

：し

，て

兹

本

的

.に
、
原
理
的
に
志
向
. 

さ

れ
る
ベ
き
で
あ
る
こ
と
の
結
果
な
：い
し
現
象
形
態
-
A
rl>
て
い
わ
I

た
の
か
は 

.
問
題
で
あ
る
が
問
わ
な
い
，

(

こ
：
の
：
問

題

は

次

節

：
で

'M
う)

.。
そ

こ

で

第

一

次

五

ヵ

ギ
 

;^
画
期
の「

重
^

業
重
.点

主

義'%
し
く
は
重
.エ
業
優
先
発
展
原
則」

が
基
本
建
設 

.
投
資
の
观
分
に
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
：
す
な 

わ
ち
五
五
〇
億
元
の
四
五
.
五
，％
が

'1
業
建
^'
に
向
け
ら
れ
、
員
業
水
利
他
に 

六
、
七
％
更
に
エ
業
建
設
投
資
の
づ
ち
<

五
% ,
は

重

エ

茱

で

軽

：エ

業

、承

一

五

％
: 

'
.と

い

う

数

字

が

：で

る

が

、
と

も

か

く

.'
'
.

「
『

過

渡

期』

：
を

社

会

主

義

本

命

段

階

：

と
考 

克
、

一

九

五

八

年

以
m

(

第
一『

次

五

力

年

計

圆

斯

第

 

一
¥

以

後)

、
を「

社

会

主

義 

建

設

段

階S
と

す

る

と

，
：

〈

と
.の
；
わ

け

方

^

若

干

問

凰

が

あ

る

が

 
>
:
;
箪

エ

茱

觀

先.
 

発

展

の.原

則

は

、

一
一
つ
の
：
段

階

を

通

じ

て

不

変

の

.も
の」

(

同

書
-—
*
五
五
.頁)

' 

と
' 

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
'^
ら

, '
こ
：め
よ
う
な
重
:0
:
-桊

優

先

発

展

原

則

は

：、

.農
業
を
、 

軽
工
業
を
^
ど
の
よ
勹
な
位
置
に
す
え
て
め
ぶ
基
本
方
針
ト
^
偉
大
的
十
年
^

で 

.
あ
る
ホ
か
、_
重

エ

業

優

先'^
展

原

則

と

エ

農

業

同

時

発

展

な

い

1 >

農
業
基
礎
論 

と
が
矛
盾
す
る
も
.の
で
f f

い
で
之
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
著
者
の
関
心
は
当
然
.. 

こ
の
点
に
集
中
する
"：

、そ

こ

で

第

一

次

五

ヵ

¥

計
画
書
の
.
'

「

農
業
:©
発
展
は
：エ 

業
発
展
と
経
済
5-
|

画
全
体
の
.完
成
を
保
証
す
^

基
本
条
#

で
あ
る」

主

張

；
を

指 

摘
し
、
，
こ
の
段
階
に
本
け
る
農
業
部
門 <:

め
：
基

本

建

設

投

資

額

©
割

合

：の
.低
さ

..
 

.'
学

：
界

雇

，
：
：
望

.

.ぐ

'V.

は
そ
れ
の
軽
視
の
現
わ
れ
で
な
く
、
農
業
構
造
力
社
会
主
義
的
改
造
に
よ
る 

.

資
金
の
集
中/'
土
地
利
用
の
高
度
化
、

労
働
力
の
社
会
化
等
を
通
じ
て
、

「

農 

業
の
.
潜
在
生
産
力」

' ^

発
掘
す
.
る
上
.

い

う「

農
民
の
自
力
に
よ
る
生
産
効
果
を 

期
待
1;

た
1_

か
ら
で
あ
つ
た
点
を
強
調
す
る
。
：
そ
し
セ
又
：

「
農
寒
の
集
団
化
が 

機

械

他
; 0

ば
台
を
.

^

^

場
合
^
潜
在
生
產
カ
の
発
掘
と
い
う
形
で
農
業
生
產
の 

発
展
を
促
進1

、
：ゼ
^.

味
が
た
深
耕-

密
植
、
，ロ
 

_

改
良
:>
新
式
農
具
の
導
入 

.

な
ど
©

技
術
改
良
に
よ
る
在
産
増
加
：と
亦
.わ
や
で
比
較
的
安
定
し
た
発
展
を
と 

:

げ
た」

と
さ
れ
る
.(

傍

点

引

用

者

)

:0
へ
.

I 

こ
'ろ
で
.

「

五
一1

年
に
戦
前
最
高
水
準
を
回
復
し
て
以
来
土
昇
の
■一.
途
を
た 

.ど

づ

：
て

：
ぃ

る

」

.■'も
の
一
め
そ
の
発
展
率
は
年
に
よ
つ.て
か
.な

'り

自

然

災

害

の

強

弱
 

.■
:」

に
.影
響
さ
.れ
て
：

「

振
幅
を
'%
つ
て
い
：る」

，
が
、.
そ

の「

発
展
率
の
高
®
が

^

ず 

,'
翌
.年
の
工
業
生
產
め.発
展
'に
影
響
じ
、
さ
ら
.に
国
民
所
得
の
増
加
率
お
よ

び
对 

‘，政
収
入
^
增
加
率
^
も
影
響
し
”て
-い
る
1-
'
.点
.が
指
摘
さ
れ
.る
。

■

こ
....
の

，

「

農
業
生 

産
.の
.発

展

：
テ

ン

ポ

が

■□
:

業

を

含

む

国

民

経

済

全

体

の

発

展

テ

ン

ポ

に

直

接

影

響
 

，
寸

义

セ

と

が

：
数

字

的

に

明

ら

か

.と

.な
つ
た
こ
；と
が
具
体
的
に
農
業
発
展
政
策
を 

強
化
す
名
直
接
の
原
因
と
な
つ
た

」

こ
.
.と
が
[1
5
題
の
焦
点
と
，な̂

ご
と
.は
理
の 

.

.
'
当
然
で
.あ
ろ
.う
。.
卜
. 

'

と
こ
：
'

ろ
で
こ
.

の
：よ
う
な
事
実
認
識
を
，ふ
ま
ゝ
兄
：て
、
重
エ
業
優
先
政
策
と
矛
盾 

し
な
い
.
，「 H

農
業
同
時
発
展」

：：論

、「

農
業
■

礎」

理
論
の
提
起
な
い
し
深
化
は 

文
の
よ
づ̂

と
ら
克
ら
れ
る
か
ゾ
财
本
氏^

.-

全
：国

代

表

决

論

第-1
.
次
' ^

議
に
.

お
け
る
劉
少.
奇
報
告
を
ひ
き
、
そ
と
に
社
会
主 

義
建
設
.

の
.

総
路
線
め
一
療.
と

じ
. ^

の

「

卫
農
業
発
展
方
針」

.

の
具
体
的
■
明
を 

み
る
。.「

農
桊
の
大
発
展
：は
熏
エ
業‘
軽
エ
業
製
品
に
た
い
す
る
巨
大
な
市
場
.を

, 

七

三

(

六
九一

)

.

_

\

\

.

.



:
へ
形
成
寸
る
こ
と
ゴ
食
糧
生
產
-̂

綿
花
そ
の
他
の
卫
樂̂

こ

と

、

国

の

工

業

建

設

の

た

め

の

資

金

を

蓄

積

し

、

.農
村

の

小

型

'工

業

を

発

展

 

..
さ

せ

る

卷

之

穴

づ

ま

へ

り

農

業

の

大

発

展

は

び

崗

の

ぼ

業

化

髮

は

や

め

紀

国

民

経̂

 

济

全

体

の

発

展

を

ば

や

め

る

こ

と

に

な

る

J
。

か

く

て

‘

「

農

業

の

急

速

な

発

展

な

 

.レ
に

は

軽

エ

業

％

重

業̂

.の
急

速

众

発

展

ー

は

本

少

灰^
い

：
し

、
：

.1
,.
国

民

経

,

全

#;

.
•
の

急

速

.か

■発
展

も

^
り

え

■な

.V
J
.
:
-

と

.

.
い

う

劉

少

奇

..
の

結

論

を

.ひ
き

出

す

..
こ

..
と

に

.

.

よ
り
、
中
国
社
会
主
義
経
済
：に
^

,0
:

.

る
嚴
業
：め
発
展
の
；
;.
-
-〃
特
別
の
重
；要
块
の
強 

調
ト
が
重
エ
業
優
先
発
展
原
則
と
農
業
め
発
展
促
進
を
結
ぴ
承
げ
る
^
媒
汾
項
匕 

た
る
こ
士
を
明
ら
か
に
す
る
パ
ー
^

の̂

は
極
め
^

興
味
あ
る
重
要
な
問
題
の
指 

摘
.
で
.

は
な
，か
ろ
う
か。
.

;
1

九

：五

九

年

0

中

共

第

：
八

期

八

中

全

舎

ぬ

お

け

る

毛

沢

淹

の
:'
.
.
'
"
!

§1
終̂

&
か

', 

へ

発

展

ば

必

ず

農

業

を

雄

礎

と1

な

け

れ

ば

な

ら

.か

.

.
い

"
.：
;?
普

遍

.
的

な

遵

業

支

援

 

'策)

：
と

；
い

う

ス

へ

ロ

ー

ガ

ン

が

：

「

重

-7
:
寒

の

.優

^
発

展

.と
農

.業

£0
:
迅

速

な

発

勝

と

 

%
た

が

.い

.
に

結

び

つ

け

る

と

いう

方

針

」

.
で

あ

る

.と
廖

魯

言

に

ょ

っ」

て

：説

明

.さ

I 

れ
、
こ

：
こ

.に
も

："(

=
農

業

基

礎

論)

:'「

エ

«

業

同

時

発

展」

.原
則

が

實

か

れ

て

，
い

： 

.
る

の

が

み

ら

れ

る

と

いう

，。

と

こ

ろ

で

「
『

^
業

を

基

礎

と

.す
る

命

題

』
：：
と

：
.

『

_ 

業

を

首

要

地

位

に

お

く

べ
■し
と

い

う

提

案』

，

と

は

密

接

に

関

連

し

て

お

：
り

，

：
前

 

者

が

理

論

的

認

識

で

あ

る

.の
'に
対

：
し

：
て

後

者

が.
実

践

的

認

識

吧

あ

る」

だ

め

に

：
、 

後

者

が

：政

策

的

な

、
：

「

—*
つ

の

.決
需

な

ー

段

ど

り

し

ノ

で

あ

っ：く

 

;
1

.定

の

髂

況

 

の

も

と

で

：
は

■"次
喪

地

位y

引

き

さ

が

り

う

る

性

質

の

も

の

で

あ

る

」

の

ヾ

に

対
 

し

て

、

「

理

論

的

認

識

で

あ

る『

農

業

を

基

碑

と

す

る

.

』

と

の

命

題

は

不

変
. 0 

も

の

：
で

な

く

て

は

な

.ら
ず

、

\し

'た
が

っ

：
て

、—*
定

の

.段
階

に

の

.み
妥

当

す

る

ょ

う

. 

な

他

質

の

も

の

.で
あ

っ

て

は

な

ら

な

い

」

.：.、( 1

六

四

頁

'
.一
七

八

頁

〃

根

源

的

な

進
礎
性
")

と
い
ぅ
こ
と
は
ど
ぅ
い
ぅ
意
味
だ
ろ
ぅ
■か
。

「

農
梁
を
首
位」

は
た 

し
か
に
工
業
発
展
テ
ン
ポ
に
対
す
る
農
業
発
展
テ
ン
ポ
の
た
ち
お
く
れ
を
回
復 

:

^
石
た
‘め
の
'
1ー

定

段

階

的

妹

策

で

鉍

¥

「

撕

段

階

，
で

吒
 

高
テ
_ン
ポ
で
お
し
す
す
め
る
た
め
の
条
件
で
す
ら
あ
る
こ
.と
に
全
く
同
感
で
あ 

;
へ
々
が
べ
：

.
こ
と
で
取
上
对
る
意
味
は
、
：i

業

^

国
民
経
寐
のS

礎
で
あ
る」

：と
：. 

い
ぅ
こ
と
の
本
質
的
な
意
味
の
と
り
か
た
と
の
関
連
で
あ
る
。
或
は
著
者
の
：い 

わ
れ
る「

エ
農
業
同
時
発
展」

原
則
の
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
批
•判
に
た 

え
^

る
体
系
と
ー
し
て
発
展
し

^

み
^

業
基
礎
卜
論
の
本
質
的
理
解
^
と
も
つ
ら 

V

な
る
：0
:

れ̂
は
又
箸
者
.の
.い
.わ
；ゆ
る
:,
-

「

農
業
基
礎
1_

^ >

斯
の
バ「

^

性
の
：探 

.求
の
仕
方
.と
も
：つ
な
が
る
。

,

.

;

、：

，'山
本
-

文
に
お
：い

て.「

農
業
基
礎」

理
論
な
い
：し
；

「

農
業
を
基
礎
と
す
る

」 

:

思
想
の
.
:-
1

内
在」

.

世
の
稂
拠
が
毛
沢
東
思
想
の
ぅ
ち
に
、

い

■

つ
頃
、
'.い
か
な
る 

形
£,

、で
.：出
現
.

し̂

力
.
，と
V

う
と
と
.̂.
.
.検
討
さ
れ
る^.
方
~

—

こ
れ
；は
著
者
が
立 

場
を
同
じ
.

ぅ
す
る
："多
く
の
：中

国:©
雲

達
.
が
：「

こ
：の
：

■『

内
在』

；
性
の
根
拠」 

を
毛
沢
東
め
農
業
理
，論.に
.
求
め
^

が
，ら
.
そ
れ
ら
が
ま
だ
十
分
：に
説
得
的
で
あ
る 

ど

は
.1
/
'
ぇ
：な
い
：：，
'

か

：
ら

：
：
で

.
あ
る
が
が
、

.「

農
業
塞
礎j

理
論
の
解
釈 

(

或
ば
中
国
学
界
の
大
方
の
見
解

A
J
:

い
う
意
味
で.
本
質
と
い
ぅ̂

き
か)

を
現
わ
し 

て
.

い
る
と
は
い'
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
か
。
毛
沢
東
命
題
の
：

■「

農
業
基
礎」

論
と
は 

.

ス
：
タ

ー

リ

シ

.

が

：
言

ぅ

「

農

：
業

は
±

業
生
産
発
展
の
基
礎

」

で
あ
る
と
：い
ぅ
よ
ぅ. 

な
、
〃
限
定
さ
れ
た
基
礎
性
"
：で
ぼ
な
く

 

：「

農

業

は

国

民

経

済

発

展

の

盛

礎

」 

と
'

し
ズ
："
根
源
的
な
基
礎
性"
：.
の
上
.

に
立
づ
'

て

いる
；
.
(

一
七
八
頁)

と
.い
ぅ
理 

一
解
は
ど
め
よ'
ぅ
な
'
も
：の
な
の
か
。
、
著
者
：で
は
こ
の
点
、

㈣

お
ら
と
同
様
に「

邊
 

業
的
労
爾
の.

(

こ
う
し
た)

自
然
発
生
的
生
産
性
が
お
よ
そ
剰
余
労
働
な
る
も

の
の
菡
礎
で
あ
る』

、
■

(『

資
本
論』

)

か
ら
、
：'

剰
余
労
働
に
依
存
す
る
：

|

切
の
非 

.
農
業
的
部
門
の
発
展.
は
す
べ
て
根
源
的
に
ル
農
業
の

「

自
然
発
生
的
生
産
性

」 

に
依
存
す
る
こ
と̂

な
っ
て
、『

勤
労
者
個
人
の
需
要
を
超
え
る
農
業
労

働

の
 

生
産
性
は
す
べ
て
の
社
会
の
莲
礎
で
あ
.
る』

と
：い
：う
命
題
が
成
立
す
る

」

.

と
ぃ 

う
そ
こ
に
，

r

農
業
基
礎」

理
論
：の
理
論
的
根
拠
が
求
：め
ら
れ
る
と
い
う

(

前
、掲 

書

1

八 
一T

三
頁)

，
こ
と
に
な
-?

て
い
る
。
そ
し
て
更に

「

•

『

国
ぬ
経
済
の
発
展 

は
農
業
が
基
礎
で
あ
る
卜
と
い
う
命
題
は
根
本
的
に
は

.

『

自
然
基
礎
.か
ら
み
れ 

ば』

或

い

は『

自
然
発
生
的
生
産
性

』

；と
い
う
限
定
の
，
^

に
、
そ
.

の
ょ
.
う
i

 

意
味
.で
は
じ
め
て
理
論
的.な
|

般
性
を
主
張
し
う
る.も
の
し.
で
あ
.
り
、
こ

の

限 

.
パ

定
；は
-.
.
'
-
.こ
れ
と
反
対
'の
-,
目
的
意
識
的.生

産

性

」

，
.
'
も
し

.く
，.

は
.「

文
化
.
.

(

.
技
術)

' 

的
基
礎
か
ら
み
れ
ば.」

' 

と
い
う
限
定
に
対
し
て
意
味
を
：も
.つ
も
の
で
な
け
れ
ば 

な
ら
ず
ノ
こ
の.
後
者
の
限
定
に
ふ
さ
わ
し
い
も.0が
11
業
労
徽
な
い
し
土
業
生 

産
で
あ
る
こ

と

は
明
ら
か」

(
1
'

八
三
頁)

〃
と
な
る
。(

こ

の

点
®

め

て

重

^

な

の 

で
長
文
引
用
ふ
た

)

。

.

.

. 

•
. 

. 

'

,, 

.

り：.
.
.
，
.
.
.
. 

1

\

第
ニ
期
金
国
人̂

代
表
4

<

会
第
：三
回
会
議
終
了
後
公
：け
に
さ
れ
た
_

ミ

:-
ニ 

.

ヶ
9

拯
済
政
策
'

ー
0

項
目
ー£
,

0

番

目
;'
'

「

農
業
、：
軽
：エ
莱
、
'

重
11
:

業
0 '
,

’

 ̂

闺
民
経
済
各
部
乃
の
梳
合
的
な
バ
ラ
.

ン
：
ス

を

，
と

.
る
こ
と
し
ば
、；
⑴

の
* .

業
増
産
、
. 

⑵

の

日

用

品

增

産

強

調

と

紅

俟

ら

；
て

-'
社

会

主

義

経

済

の

本

苯

の

命

題

で

あ

る
 

ベ

，

き

重H

業
優
先
政
策
；

(

後

進
,

aで
あ
る
ほ

ど

，

軽
工
業
.
農
業
の
発
展
のた
め
 

ノ
の
菽
礎
条
件
と
し
て
不
還2

_

い
わ
妙
る
.

"

経
済
危
機
"

に

ょ

っ
て

や

む

な
 

V

転

換

し
^
よ
う

；

に
み
え

本

が

、，，弋

.—

都
市
労
働
力
す
ら
農
村
に
お
く
り
か
え
す
⑷

ほ
ど
の

I

こ

そ

後
進
的
性 

格
の
脱
し
き
れ
て
い
な
い
中
国
農
寒
の
生
産
力
現
段
階

(

H

の
注
2

)

に
'お
ハ
て 

.

は
、.
増
大
す
る
食
糧
、
原
料
需
要
に
対
す
る
■
供
給
確
保
、
工
業
の
：国
内
市
場
の 

'

た
え
ま
な
.
い
拡
大
と
し
て
、
農
業
労
働
生
産
性
を
あ
げ
る
こ
と
.に
よ
り
労
働
力 

■;
の
供
給
源
た
り‘
う
岑
名
件
を
つ
べ
る
こ
と
と
，し
て
，

i

り
大
き
な
熏
工
業
発
展 

:'
-

を
ふ
く
む
総
体
と
し
；
'
て

の

：
経

済

発

展

テ

'
,ン
ポ
増
大
の
た
め
；の
.必

須

条

件

で

あ 

'

り
、
：
新
方
向;*
妥

協
.

•

後
退
：と.
い
う
よ
り
は
、.
五

九

年

以

後

エ

農

並

進

の

.
つ

き 

つ

め

ら

れ

た

形

と

'1
,

て

の
"

農
業
基
礎
論
"
に
現
わ
さ
れ
た
趣
旨
の
公
式
的
再 

確
認
で
：あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
：
従
-0

て
こ
の
新
農
業
重
点
政
策
が
三
年 

連
続
の
大̂

作
を
媒
介
と
し
て
現
わ
れ
た
に
し
：て
も
、
ぞ
の
必
然
性
は
も
'っ
と 

'

深
く
、4»
国
農
業
生
産
カ
構
造.
の
特
質
，に.
求
め
ら
れ
る.
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

"

農
業
危
機
"

を
農
業
部
門
に
,
け
る
新
生
産
単
位
人
民
公
社
組
織
の
不
当
性
と 

が

生

產

技

術

導

入

方

法

の

：
一

方

的

失

敗

'-
;

.
ひ

い

て

は

中

国

社

会

主

義

経

済

漆

制
 

.

の

内

部

的

欠

陥(

百
家
争
鳴
と
か
：ら
ん.S

と
か
に
帰
し
：説
明
し
、，え
た
よ
う
に 

.
ー
思
う
の
は
：皮
相
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

-

う
。..：

，
と
こ
ろ
：で
こ
の
よ
う
な
新
経
済
政
策
.

と

し
<r
r

具
体
的
に
顕
現
し
：た

所

謂//
農 

:/

業
基
礎
論
.
"
：
は
す
で
に
山
本
氏
：に
よ
：.，

-?
て
論

理

的.に
整
理
解
明
さ
れ
、
そ
の
論 

'
:
匕
日
は
前
節
で
紹
介
し
た
が
、-
れ
ま
セ
若
^ -

農

潔

生

库

カ

構

造

と

の

関

連

.
で

農
 

業
基
礎
論
0

:

考
察
を
し
て
ぎ
た
肇
者
は
山
本
氏
：の
展
開
を
私

.

借

り

し

つ

'
つ

い

く 

ノ
パ
つ
か0

問
題
点̂

と
;0
:
あ
げ
更
に
：理
解
の
深
化
の
助
.
け
と
ぃ
じ
た
い
と
思
う
。

ぃ
'

五

丸

年

以

赛

邊

業

基

礎̂

論
が
具
龙
购
に
討
論
さ
れ
、
.

か

：
つ
：
そ

れ

を

新

経

' 

,

済

政
':
^

と
.'
.
1

,で

：
顕

現
.
せ

；
し

め
?>
;

に
至
-0

た
契
機
：

は
..：：

=

ー
：
ー
5

来
の
凶
阼
"
：
に
よ
る 

崮
民
総
生
産
に
每
克
典
徵
業
不
振
め
結
果
で
：：あ
岑
げ

.

れ

ど
%'

、7
過
渡
期
の
菡



木
^
針

と

し

て
M

エ
業
優
先
原
則//
と
ら
れ
て
か
ら
、
.

い

か

に

矛

哲

な

く

.
エ 

廣
業
同
時
発
ぶ
原
；則
を
経.て
、
'

重
：エ
業
優
先
政
策
を
内
在
的
に
.

；
：

(

主
導
体
办{* 

匿
に)
保

ち
つ

つ
か

つ
そ
の
完
全
遂
行
の
た
め
に
も
不
可
欠
な
も
の
と
，し
て 

"

農
業
啥
首
要
な.
驰

,?
*

'.
-
:に

来

く
*

業
莲
確
論」

.

が
：ぅ
ち
迪.
さ

：
：
れ

，
た

'

か
>
 

,と 

い
ぅ
山
本
氏
の
中
国
経
済
現
段
階
に
お
：け
る
；

.「

農
業
基
礎
論」

：
現
出
の
史
的
、：
、 

論
理
的
_

明
は
水
傺
立
っ
た
も
や
で
あ
り
,

:

ソ

ギ

：
エ
：
ト

め

箄

エ

業

優

先

政

策

の
 

.

遂
行
を
め
々
る
間
顧
と.の
.
関
連
，に
お
い
て
も
中
国
的
特
質
と
し
て
農
業
集
団
化 

、
の
位
置
づ
け
が
明
快
で
あ
る
。
た
だ
中
国
に
お
い
て

「

立
ち
お
ぐ
れ
た
農
業
国 

.

を
す
す
ん
だ
社
会
主
義
の
工
業
国
に
変
え
：て
ゆ
く
道

』

と
し
て
過
渡
期(「

偉
大 

.

的
十
年」

.

.の

筆

者

に

.
し

た

が

っ

て

一

九

a七
年
ま
で
と
さ
れ
る

)

に
指
摘
さ
れ
た 

:

重
工
業
優
先
政
策
は.、「

社
会
主
義
建
設
段
階

」
(

五
八
年
以
後>
,

;に

至

ら

.
：て

も
 

同

様「

不
変
の
原
則
し
へ
と
考
ん
ち
れ
た
、
上
か
：し
農
業
部
門

.
の
発
展
テ.
ン
ポ
の
■-
; 

工
業
部
門
に
対
才
る
相
対
的
低
位
が
，
^

工
業
優
先
政
策
自
体
を
推
進
す
る
障
、：
 

:

害
と
し
て
現
象
し
：て
来
た
時
、
»

エ
業
優
先
原
則
は
エ
農
業
同
時
発
展
：

0

:原
則 

と
し
て
顕
現
し
た.
、
：.と
#

克
.
：る
と
き
；
次
の
占

f

を
も
y

少

し

整

理

す

.
る

こ

と

が
 

必
要
で
は
.
な
；い
か
。
；す
な
わ
ち
重
工
業
優
先
原
則
は
基
本
的
に
本
質
的
に
社
会 

主

義

的

拡

大

苒

生

產

：
の

軸

と

O

T

社
会
主
義
経
済
：のv>
ず
れ
、の
：段
階
に
も
存
在 

す
べ
き
で
あ
る
、が
、
.

特
に
後
進
国
が
社
会
主
義
経
済
.

へ
移
行
:0

た

.
時

期

に

お

い
 

て
は
、
従
来
の
劣
弱
な
生
産
財
生
産
を
ヵ
><

丨
.

す
る
社
会
主
義
的
エ
業
化
の：_
 

成
•

農
業
生
産
力
構
造
の
近
代
化
：の
条
件
と
し
て
重
：

H
:

業
優
先
政
策
は
更
に
強
：
 

く 
"

至
上
命
令
"

と
し
て
立
ち
現
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
'
:。

と
こ
ろ
が
国
民
経
済'. 

の
中
で
農
業
の
'占
め
る
位
置
の
未
だ
大
き
い
.
、し
か
も
生
產
カ
水
準
が
.一
般
に 

余
り
高
く
な
い.
こ
れ
ら
後
進
性
の
強
い
経
済
構
造
に
お
い
て
ば
、
重
ェ
業
優
先

七

六

(

六
九
四)

政
策
は
そ
れ
が
強
力
に
お
し
す
す
め
：ら
れ
る
程
農
業
部
門
と
め
铍
行
が
ァ
ン
バ 

ラ
ン
ス
に
強
め
.ら
れ
，を
。:
従
づ
：て
4

の

ゆ

が

，
み

が

農

業

危

機

-
-
^
経

済

危

櫸

の
 

形
を
と
つ
て
現
：わ
^

る
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
は
ー
へ
：灌
の
定
型
で
あ
0

て
、
中
国
の
土 

,
，農
業
発
展
一
^

農
業
基
礎
論
は
そ
の
^

事
な
、：対
応
策
と
，し
て
論
理
的
•実
践 

的
意
義
を
も
つ
て
い
：：る
'
.が
、
.そ
.れ
は
あ
く
ま
で
社
会
左
義
罾
罾
に
移
行
し
た
後 

:

進

国

が

；
；

「

-
定
段
階
^

に
お
い
て
上
る
ぼ
型
ヤ
あ
つ
て
-
抽
象
化
さ
れ
た
社
会 

:主
義
経
済
ー
般
に
お
け
る
基
本
的
‘

廒
理
的
定
型
.で
ほ
な
い
。
従
っ
て「

農
業 

基
礎論

」
.：

が
、
，か
めH

農
業
同
時
発
展
原
則
^

政
策
的
展
開
と
.し
.て

.
：
"
農

業

を
 

:

国

民

掘

済.の

首

要

な

は

®

に

す

え

、

全
面
的
に
支
援
す
る
〃
減
済
政
策
の
迪 

.金
"

，
に

：
と

ど

：
ま

ら

ず

.'

農

業

に'
"国

民

経

済

発

展

の

^ >

亦

：§
ト
基
礎
性
"
を
与 

え
る
に
至
る
た
め
に
は
、

.
若
干
め
媒
介
項
が
へ
次
元
、の
：整
理
が
必
要
.で
あ
る
ょ
. 

ぅ
に
思
わ
れ
る
。
：

.

;

す
な
わ
ち
、v

中
国
経
済
に
つ
い
：

K

み
れ
ば
、.
所
謂
狭
義
の
過
渡
期
を
一
九
五
，
 

七

年

ま

：
で
：
認

め

る

：
：
：

-.(

從
来
は
社
会
主
義
的
生
產
関
係
の
支
.
配

的

に

成

立

し

た

.
五

六 

年
^

社

会

主

義

経

済

確

立

：
の

時

期

と

み

て

：
い

た

見

解

が

ー

、
般

で

あ

-?
£•
か

否

か

に
 

間
題
が
若
干
残
ろ
：ぅ
と
も
、
農
業
部
門
に
：お
い
て
第
一
次
基
本
建
設
の

'

効
果
H
 

集
団
化
：
+ :

生
産
諸
手
段.
の
半
機
械
化
を
ふ
く
あ
て
生
産
カ
構
造
の
改
変
.の
時
期 

を
-

五
ー
七
年
、
に

.
お
く
^.

安
は
:©

め
'

て
务
当
：で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
五

七

年

.
八 

年
を
も(

っ
て
国
民
経
済
総
体
に
私
け
る

1

ク

の

劃

期(

社
会
主
義
拡
大
苒
生
産 

の
，
法

則

性

が

中

国

経

済

を

.

一.
応
貫
.
か
れ
る
に
至
：る
時
期

)

と
：し
て
措^'
す
るA

 J

 

■と 

に
賛
成
す
る
者.
で
あ
る
が
、
そ
の
こ' 
と
は
中
国
怪
済.
が
歴
史
的
に
背
負-?
.

て
来
. 

た
後
進
性
を
脱
却
し.た
事
の
，証
し
と
は
な
ら
な'い
。/
従
ら
て
既
述0

「

原
則」

を
そ
の
本
来
の
，場
で
あ
る
中
国
国
民
経
済
の
拡
大
再
生
産

.

の
'

場V

考
え
る
と
き

Br
x

業
優
先
原
則
が
エ
農
業
同
時
発
展
.
の

原

則
:•
'

農
業
基
礎
論
：どW

て
現
わ
れ
_ 

ざ
る
を
え
な
か-o
た
の
は
第
：

f

部
門
：と
第
一
一
部
門
と
の
交
換
に
、お
け
る
第

 

一|

部 

門
€»
.
劣
弱
性
に
迤
因
し
た
の
で
あ0-:
.

た
。
#-

づ
.

て
そ
の
か
ぎ
り
：でr

農
業
基
礎 

論」

は
中
国
国
民
経
済
拡
大
再
生
産
：の
务
件
；
來
た
す
も
の
と
し
て
の
第
一
：一
部 

門

の
強
化

と

ぃ

うr:

一
定
段
階
に
お
け
る
政
策
的
性
格
の
極
め
て
強
い

」

：
里
念 

で
あ
る
べ
き
普
で
は
な
か
：つ
た
か
。
従
つ
セ
そ
れ
は
'鄧
拓
の
い
う
よ
う
な
マ
ル 

ク
'

ス
経
济
学
に
行
つ
た#-
-

し

い

替

与

、
：：
と

：
い

5'
-

よ
.り
は
ぺ
後
進
国
が
社
会
主
義 

経
済
に
移̂

し
た
初
⑽
に

お

げ
?>

拡
大
萍
生
産
を
：
.
充

た

す

条

件

菇

展.
テ
y

ポ 

■

の
停
滞
を
打
破
す
ベ
ぎ
対
策
—

の
創
造
的
な
现
論
的
‘
実
跋
的
設
定
と
し
て
高
く 

.

評

俯

さ
,s

べ
き
で
は
な
い
が
。、
従.つ
て
："
農
業
労
働
の
自
然
発
生
的
生
産
性
が
'

.

す
べ
て
の
剰
余
勞
働
の
恶
礎
〃
'

で
知
り
.

、

「

凡
そ
労
働
は
、本
源
的
に
.食
糧
の
取 

得
お
よ
び
生
産
に
向
げ>̂:
れ」

農
業
労
働
生#

性
.の
向
上
に1:
.り

ぞ

の
；部
分
が. 

相
対
的
に
い.
か
に
小
，とな

ろ
う
と
も
、
ぞ
の
他
の
労
働
は
常
..に
そ
の
あ
と
に
存 

，
在

す

る

、

と

い

う

意

味

.
で
"

農
業
が
国
民
経
済
の
根
源
的
基
礎
"

で
あ
.る
と
い 

う
命
題
が
，、
社
会
構
成
体
の
如
何
を
問
わ
ず
、
あ
た
：か

^;

歴

史

：を

た

：
て

に

貫

く
 

赤
糸
の
よ
う
な
真
実
性
を
有
し
て
い
る
に
し
て
.

もr

.

そ
か
‘
重

要

性

が

"
農
業
基 

礎
論
"

と
し
ブ
認
識
さ
れ
る
た
め
ヾ
に
ば
、
，
今
玄
で
.

麻
べ
た
特
定
の
、.
一
定
段
嘴
. 

に
お
け
る
届
民
経
済
拡
大
再
生
産
の
条
件
と
U

て
.農
業
生
産
力
を
強
力
に
増
大 

ぜ
し
め
石
社
会
的
要
請
を
媒
介
.
ど
し
で
い
を
わ
け
な
の1で
あ
る
。.：：部
拓
O

J:
:
-
う 

に
‘

こ
の
点
が
強
調
な
く
し
で
農
業
労
働
：の

.

ニ̂

労
働
^

純
す
る
特
殊ft
'

、
そ
.
の
- 

自
然
発
4

的
生
産
性
が.
1

.
つ

さ

い

の

剰

余

労

働

.

の
：
基

礎

で
fe
-

る
：と
主
張.
さ
れ̂

. 

時
に
、
日
本
の
学
界
か
 

一

v

部
に
^

つ
た
よ
う
な« -
農
芏
義
烂
.

お
'げ
る
影
業
労
働 

の
特
殊
な
生
産
性
を
み
と
め
る
見
解
と
0

誤
認
が
私
き5;
'

る
<0
'

で
は
.
な
：ぃ
か。
' 

.

学

界

腰
.
.

望

.

.
：

.
更

に

い

え

ば

こ

の

：；
"

農
業
基
礎
.
論
"

主
張
者
が
自
説
.の
根
拠
と
し
て
引
明
す 

る

「

資

本

論

」

；
，
第

三

巻

第

一

：
ー

1

十
七
章
は
、
農
業
労
働
が
本
来
的
な
生
産
的
労
働 

の
：代
表
的
存
在t

し
て
，現
わ
れ
た
封
建
社
会
以
前
.
の

、
'

「
剰

余

労

働

一

般

の

自
 

然
発
生
的
な
基
礎」

：を
地
代
発
生
の
自
然
的
基
礎
.と
し
て
説
明
し
て
い
る
筒
所 

:

で
ぁ
石
。
：
ネ

な

お- %
.

資
本
論
体
系
か̂

い
ぇ
.

ば
、
形
成
さ
れ
：た
：超
過
利
潤
の
一 

. 

'
部
が
，何
故.
経

過

的

存

在

：
，で

が

く

地

代

.
と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
か
と
い
う
メ
カ
ニ 

ズ
：ム
を
、±'

地
所
有
を
前
提
ど1,
て
：解
明
す
る
く
だ.
り
で
、
そ
の
超
過
利
閏 

(

成
い
は
.
剰
余
生
産
物)

.

：が
資
本
.
そ
"

の
も
め
：の
生
産
性
の
差
に
ょ
つ
て
で
、は
な
く 

土
地
の
生
產
性
の
：差.に

ょ
0

て

生

ず

：
る

こ

と

、
：

.

土
地
の
豊
度
の
相
違
が
超i

利 

潤
形
成
の
自
然
的
基
礎
と
し
て
把
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
ず
る
た
め
.の
前
提 

と
む
て
、;''「

剰
余
労
働
#

戢
の
：自
然
発
生
的
な
基
礎
、

す
な
わ
ち
そ
れ
な
く
し

.

.

て
は
剰
余
労
働
が
可
能
でな
“
'と
い
う
自
然
条
件
は
労
働
日
全
部
に
わ
た
ら
な 

い
或
る
労
働
時
間'を
充
用
す̂

は
必
罾
な
生
活
維
持
手
段
を
自
然
が
保
証
し
，て 

く
れ
る」

こ
.。と
を
.
説

明
:^
.
て
.
'い
.
る
.
~と
'

こ
.

ろ
^

あ
る
。..
.
.さ
ら
-

に
.
.

「

農

業

労

働

の

自
 

然
発
生
的
生
産
性
が
い
，
つ
さ
い
の
剰
余
労
働
の
：基
礎
で
あ
：る

.

」

と
い
つ
て
も
、

',

ぞ
'
れ
は
.「

こ
.

う
し
た」

：：亩
然
発
生
的
生
產
挫
で
あ
つ
て
、
..

"
剰

余

労

働
,,
と

い 

.う
も
の
は'「

#

に
そ
'れ
な
く
し
て
は
剰
余
労
働
が
可
能
で
な
い
.と
ハ
う
自
然
条 

件」

に
^
み
依
存
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
逆
'

に
そ
：の
ょ
う
な
理
解
が

「

剰 

余
.
労
働
し
た
が
ら
て
剰
余
生
産
物
：

-—
*

般
が
地
代——

剰
余
生
産
物
の
う

ち

、
.
少 

く
と
も
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
.
'は
、
.

量
的
お
ょ
び
質
的
匕
独
自
的
に 

規
定
さ
れ
る
こ
の
部
分_

_

と
い
か
に
混
同
さ
：れ
石.か
と
'
い

う

点

に

示

さ

れ

.
て 

.

い
る」

::
:(

今
の
.

ぺ
た〕

'-
.

農
業
基
礎
論」

者
の
引
用
の
：塵8

パ(「

資
本
論」

第
3

部
青 

、
木

文

庫

版

第

.
五

冊

八

九

0.
'5
.

と
指
摘
.
さ
れ
て
い
る
，の
で.：あ
る
。
そ
'し
て
そ
の
す

.

..

.

七

七

(

六
九
五)

：



こ
し
あ
と
に
次
の
文
が
つ“づ
く
。

(

言
う
必
要
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が

)

読
み
ち 

人
：
が

：
い

の

^:

い

お

め

に

若
H

-

a

Kv:
v

成

引

用

す

务
-,
°
?「

傲
.

_
0:

努

鎌

者

：
の

免

働

汾

必

聚

：：. 

労
働
と
剰
余
労
働
と
に
分
か
れ
る
じ
と
く
、

.

労
働
者
階
級
の
総
労
働
を
.分
割
し 

て
労
働
渚
階
級
の
た
め
の
総
生
活
手
段

(

こ
れ
に
必
要
な
生
產
手
段
を
含
む

)

を 

生

産

す

る

豐

ば

全

藝0

だ
め
の
％
要

労

馨

行5;
:

も
0:

と
.

見
る
^

と
：が
.
で
。 

バ
き
る
。V
労
働
者
階
級
の
残
が
全
齋^

ょ
'.
0
:
.で
行
：わ
柃
を
兔
働
ぽ
亂
余
労
働
ト
看
パ 

か
さ
れ
う
る
。
だ
が
必
要
労
働
は
け
0

し
て
農
業̂

働
を
含
む
ば
か
り
で
な
く
、
 

労
働
者
：の
平
均
消
費^

必
然
的
.

に
：<
^

匕
む
爾
余
め
ず
べ
七
の
坐
處
物
を
生
産
：

. 

す
る
労
働
を
も
含
む
？
：
ま
た
社
会
的
に
い
え
ば

1

方
の
労
働
者.た
ち
が
必
要
労. 

働
だ
け
を
行
う
の
は
他
方
の
労
働
者
た
ち
が
.剰
余
労
働
だ
け
を
行
う
か
ら
で
あ 

り
"

又
逆
の
場
合
に
は
逆
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
は
労
働
者
間
'の
分
業
に
他
な
ら 

な
い
。

1

般
的
に
み
た
農
業
的
労
働
者
：と

H

業
的
労
働
者
と
の
分
業
に
つ
い
て 

も
2]
?

情
ば
同
じ
で
あ
る
。

一
方
で
の
労
働
の
純
エ
業
敗
性
格
に
は
他
方
で
の
労
.：
 

働
の
.

純
農
業
的
性
格
が
照
応
す
る
。

こ
の
^

,

;

^

罾
_

は

け
0

I

て
自
然
発
h 

生
的
：な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
社
会
的
齋
展
め

--

產

物

で

あ
0

て
、
全
く
限 

楚
さ
れ
た
生
産
段
階
に
：照
応
す
る
も
の
で
あ
：る

」

。
そ
1>

て
こ
の
ょ
う'
な
段
階
で
. 

は
農
業
的
労
働
の—.
部
が
剰
余
労
働
に
、
エ
業
的
労
#

の
1

部
が
必
要
労
働
と' 

し
て
機
能
す
る̂

、

こ
の
，ょ
う
な
工
業
的
労
働
は
：

「

m-

前

.に

は

農

業

的

労

働

と
 

自
然
発
生
的
に
結
び
つ
い
て
“
だ
土
業
晰
労
傲
の
ー
瓿
分
が
自
立
化
し
た
形
態 

で
あ
り
、

い
ま
で
は
そ
れ
か
ら
分
離
さ
れ
た
純
農
業
的

^

歐
の
必
然
的
な
相
互
：
 

的
補
足
で
あ
る
にす
ぎ

な

い
し

へ
前
掲
書
八
九■
頁)

、
，：こ

の
所
で
：主
張
さ
れ
て' 

い
る
の
は
、
剰
余
労
働
、
剰
余
生

i

物1

般

、
一

利

潤

一

般

の

.

一
般
的
実
存
諸
条" 

件
を
説
明
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
地
代
I

罾

本

制

生

^

#

式
以
前
で
は
_

ゑ
：
^

働
そ
の
も
の
，
或
い
は
剰
余
生
産
物
で
あ
る
が
資
本
制
以
後
で
は
利
潤
を
こ
え 

る

•

す
な
わ
ち
商
品
の
価
値
の5

ち
や
は
り
剰
余
価
値
か
ら
な
り
た
つ
f

を 

.■.

.

.w'
^

.

.る
へ
、
；
超

過

分

.^'

v'
う
独
自
な
成 

ら
か
に
す
る
た
め
の
、
分
渫
に
も
と
づ
く
剰
余
労
働
の
社
会
化
さ
れ
た
性
^

の 

解
明
で
あ
る
。
し
た.が
っ
て
こ
こ
•
の
農
業
的
労
慟
と
工
業
的
労
働
ル
社
会
的
分 

業
が
成
立
し
て
の
ち
の
社
会
総
体
.

の
中
に
お
：け
る
.必
要
労
働
と
剰
余
労
働
と
の 

関
連
を
説
明
し'
て
い
る
め
で
？
エ
業̂
農

業
と
'©

関
係
そ
：れ
自
体
の
こ
と
で
は 

纪

<-
' 
"

事
実
社
会
亦
発
展
す'?
>

ぼ
づ
れ
で
農
業
労
働̂

う

ち

：
の

、
"
奢

侈

に

の

み
 

役
立
つ
か
工
業
用
原
料
を
な
す
よ
|

"

:

剰
余
労
働
部
分
に
：当_る
-%

の
、
工
業 

.
労
働
：の.
う

ち

の
"
*;

業
的
労
働
者
な
ら
び'
に
#,
農
業
的
労
働
者
の
必
要
消
費
手 

段
に
役
立
つ
，
.
よ
う
な
諸
生
産
物
ね
対
象^

さ
れ
る
部
分
、：
”

；「

そ
れ
は
'
:農
業
的
労
，
 

働
の
.

必
要
部
分
と
同
じ
く
必
要
労
働

」

で
あ
り
、

：
「

純
農
業
的
労
働
の
必
然
的 

補

足

で

あ

る

」

部

分

於

ま
；；

す

ま.
す
増
大
U

て
"

い
る
こ
と
ば
，

部
門
別
労
働

(
H

. 

農)

が

必

要

労

働
.：

剰
余
労
働
と
ま
す
ま
：す
重
な
ヴ
あ
：う
•必
然
性
を
弱
め
て
い 

.

る
：こ)

ど
を
.
示

す

。
：
：
以

上

、
、

こ

.

の
文
章
か
ら
農
茱
と1:
-
.

業
の
相
互
補
完
と
農
業
労.
 

働
の
原
始
的
優
位
性
を
社
会
的
分
業
成
立
以
後
と
：し
て
く
み
と
ろ
う
と
す
る
と 

す
れ
ば
衣
意.
で
は
な
い
，：
む
し
ろ
農
業
労
働
：が
剰
余
労
働
の
ー
般
的
基
礎
で
あ 

る
と
，い

う

命

題

は-,
食
糧
：の
生i

直
接
生
產
者
た
：ち
の
生
活
の
•
お
よ
び
凡 

ゆ
る
生
産i

般
の
•

第
一
条
件
な(

の
だ
'

か
^'

、
こ
の
生
産
に
充
用
さ
れ
る
労
働
、

■ 

つ
ま
り
最%

広
1
い
経
済
学
的
な
意
味
で
の
農
業
め
労
働
は
自
由
：に
さ
れ
う
る
全 

労
働
時
間
が
直
接
的
生
産
者
た
>

の
た
め
の
食
糧
の
生
産
に
，吸
収

.
さ
れ
な
い
よ 

う
に
、
農
業
的
剰
余
生
産
物
が
可
能
と
な
る
：よ
う
に
多
産
的
で
な

.
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
さ
ら
に.展

開
す
れ
ば
-'
.
_社
会
の
1

部

分

の

農

業

総

労

働(

必
要
労
働
お

よ
び
鄹
余
労
働)

逢

社

会
€>
-

た

み

办
,

し

た
於t

て
ま
た
非
農
業
的
労
働
者 

の
た
め
の
•

必
要
食
糧
を
，生
産
す
る
，：た
め
に
充
分
で
あ
る
こ
と

.
一(

前
^-
*-

八
；
 

九
四
頁)

の
必
要
性
に
根
拠
を
も
ち
^
ン
農
業
が
国
民
経
済
む
発
展
に
と
っ
て
そ 

の
意
味
で
根
源
的
に
基
礎
：
A

第
.

一
条
件〉

.

.
で
あ
る
こ
ど
を
、
農
業
生
産
，が
各
需 

要
を
充
_た
し
え
：な_
い
と
と
が
発
展
テ
シ
ポ
を
阻
害
し
て
い
る
現
段
階
；の
，よ
；う
に

. 

事
態
を
西
確
認
す
る
意
義
は
極
め
て
大
.
き
い
と
指
摘
す
ベ
き
で
あ
る
。

：

そ
し
C
 

こ
の
意
味
は
農
業
が
エ
業
の
発
展
に
と
ら
て
®

礎
で
あ
-

る

.
_

-
ス

タ

ー

リ

シ

命

題
 

…

山
本̂

と
い
う
よ
カ
な
ゾ
蕃
主
義
吹
発
達
期
ヒ
と
っ
ー
て

)

史
的
、.

段
^
旳 

遺
蘼
よ
.
り
も
っ
と
槔
源
的
なパ
.

..
M

史
を
'

一
貫
ず̂
'

人
類
永
遠
^:

、

生

産-'
；

分

配
 

一
般
と
直
接
姻
に
獨
連.す
る
よ
う
な
概
念
で
あ
る
こ
：と
を
確
認
し
た
上
で
、
農 

■

桊
労
働
の
;%

つ
|

^

味
^

社
会
構
成
体
と
そ
の
段
階
の
中
に
無
媒
介
的
'に
な
す
主 

哪
の
不
当
*
さ
を
逭
農
主
義̂

混

同

す

る

事

な-<
-

>

.

そ
の
よ
うx

设

源

的

条

件

の
. 

中 
1
張
が
現
段̂

の
中
国
猶
済;^
お
い
て
必
要
で
あ
る.
の

は

'
、

中

国

農

寒

の

生

産
 

力

構
' ^

か

社

会

主

義

的

改

造

後

.
間

も

な

く

 r

以

前

の

後

進

性

の

.あ

と

を

ひ

い

て
 

. ^

働
生
産
.
性
よ
り
は
土
地
生
産,

の
増
大
を
中
心
と
し
た
：技
游
体
果
を
払
拭
し
：

: 

き

れ

て

い

な

い

故

忙

ノ

產

部

門

の

養

ニ

ア

ー

ン

^

に

追

い

つ
け
な
い

と

い.う

、

中
園
経
済
.の
現
段
階
の
.問
題
と
の
倒
連
で
あ
る
と
.と
を
明
確
.に
す
べ
き
で
あ
ろ

学，

界

展

望

え

そ

.し
：て
こ
0:
-
中
国
的
な
-,
.経
済
学
の
最
本
根
源
盼
な
問
題」

0
'提
示
に
普 

遍
的
抽
象
的
理
論
，(

社
会
主
義
絕
済
学)

の
創
造
と
し
て
：の
一
般
性
を
付
与
す 

る
た
ぃ
め
に
は
、
第
二
部
門
の
位
置
づ
忖
と

し

で

'
:
現

在

中

国

で

大
き
く
論

争

し 

は

じ

め

：ら

れ

て

来

た

社

会

主

義

的

再
；
^

_

と
結
合
し
、
そ
れ
を
必
ず
媒
介
と 

せ
.ね
ば
な
ら
.な

い

の

，
で
，
あ

：
る

.。

注
..：
楊

堅

白「

試

論

農

業

、
：
軽

工

業

、
.
重

工

業

比
例
.和
消
費
、
積
累
比
列
之
間
的 

:

内
在
聯
系」

、
劉

国

光「

関
干
祀
会
主
義
再
生
産
比
例
和
速
度
：

S

数
量
関
係
的

ー;:
:

:
'初
歩
探
討」

：他
'0
.
.'
.ン
：ー
:
■'
:/
''
.-v

-

.:.
.
,
.

'■ 

.

.

.

な

お

：徐

藤

「

社

会

主

義

的

再

生

產

の

い

：く

つ

か

の

間

題

リ

実

学

^

拡

大

再

生 

.，産

の̂

式

に

づ

い

て

の

初

歩

的

検

討

」

。
呉

樹

青

「

弗

純
#:
生

產

ど

拡

大

再

生

産
 

'■
，■̂
■

ぼ
関
係
に
つ
い
て」

。、
.
許

漉

都
：：「

社

.
会

主

義

的

洱

生

産
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